
―
―
二
〇
一
五
年
度
の
経
済
動
向
を
振

り
返
る
と
。

　
飯
塚
　
一
四
年
四
月
の
消
費
税
引
き

上
げ
後
の
反
動
か
ら
立
ち
直
り
、
総
じ

て
好
調
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
個
人
消

費
は
乗
用
車
販
売
な
ど
一
部
に
弱
さ
が

残
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
緩
や
か

な
増
加
を
見
せ
た
ほ
か
、
企
業
部
門
も

生
産
面
を
は
じ
め
、
設
備
投
資
、
収
益

な
ど
改
善
の
動
き
が
続
い
た
一
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
そ
う
し
た
一
年
で
し
た
が

東
海
地
域
の
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
好
影
響
を
特
に
強
く
受
け
、
全
国
平

均
よ
り
か
な
り
強
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
―
―
日
銀
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
の
効

果
に
つ
い
て
は
。

　
飯
塚
　
日
銀
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入

の
効
果
に
つ
い
て
、「
金
利
が
短
期
か

ら
長
期
ま
で
、
貸
出
金
利
も
含
め
て
全

体
に
わ
た
っ
て
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
消
費
や
投
資
に
プ
ラ
ス
に
効

く
こ
と
と
、
資
産
運
用
の
変
更
を
促
す

こ
と
に
よ
り
、
経
済
の
拡
大
に
プ
ラ
ス

に
影
響
す
る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

金
融
庁
・
財
務
局
は
金
融
機
関
の
監
督

等
の
仕
事
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
金
融

機
関
ご
と
に
様
々
な
面
で
の
影
響
が
考

え
ら
れ
、
一
概
に
は
申
し
上
げ
に
く
い

の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
一
般
論
と
し
て

言
え
ば
、
金
利
の
低
下
は
金
融
機
関
の

収
益
に
対
し
て
、
資
金
調
達
コ
ス
ト
の

低
下
や
保
有
国
債
等
の
評
価
益
が
発
生

す
る
な
ど
の
影
響
を
与
え
る
一
方
、
貸

出
利
息
収
入
等
の
低
下
や
運
用
手
段
の

減
少
な
ど
の
影
響
が
生
じ
る
な
ど
、
両

面
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
―
―
中
国
経
済
の
減
速
や
原
油
安
な

ど
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
飯
塚
　
中
国
経
済
は
、
投
資
主
導
か

ら
消
費
主
導
へ
の
構
造
改
革
を
図
っ
て

い
る
途
上
で
、
あ
る
程
度
の
経
済
の
減

速
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
日
本
の
企
業
と
し
て
は
、
そ
の
こ

と
を
織
り
込
ん
だ
上
で
の
リ
ス
ク
分
散

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
。
東

海
地
域
の
企
業
は
、
こ
の
リ
ス
ク
分
散

を
比
較
的
上
手
に
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
原
油
価
格
が
大
幅
に
低
下
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
光
熱
費

の
下
落
や
製
造
価
格
の
低
下
な
ど
を
通

し
て
、
実
体
経
済
に
プ
ラ
ス
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。
他
方
、
こ
れ
は
産
油
国
経

　
原
油
安
、
中
国
経
済
の
減
速
に
加
え
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
、
来
年
の
消

費
税
増
税
な
ど
、
こ
の
と
こ
ろ
経
済
面
の
懸
念
材
料
が
多
い
。
今
回
は

東
海
財
務
局
飯
塚
厚
局
長
に
、
こ
う
し
た
懸
念
材
料
が
東
海
地
域
に
及

ぼ
す
影
響
な
ど
を
中
心
に
聞
い
た
。（
聞
き
手
／
中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ

ム
社
代
表
取
締
役
塚
本
隆
）

東
海
財
務
局
　
飯
塚  

厚
局
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

総
じ
て
い
え
ば
東
海
地
域
の
足
腰
は
か
な
り
強
い

一
時
的
な
足
踏
み
が
あ
っ
て
も
生
産
活
動
は
さ
ら
に
活
発
に


